
安来市レジ袋削減推進協定締結事業者の紹介 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安来市レジ袋削減推進協定締結事業店舗      平成 28 年 1 月末現在 

平井豊商店（荒島町 1165-2） 近藤商店（安来町 1125） 

(有)リンケージ（安来町 1565） 食品のやまさき（安来町 1621-32） 

木下薬局（安来町 1653） 
㈱フーズマーケットホック プラ－ナ店 

（安来町 761-4） 

㈱フーズマーケットホック 広瀬店 
（広瀬町広瀬 1818） 

㈱サンアイ 安来店（飯島町 516） 

島根県農業協同組合やすぎ地区本部 
グリーンセンターひろせ店（広瀬町広瀬 1922-1） 

島根県農業協同組合やすぎ地区本部 
グリーンセンターはしま店（飯島町 426-1） 

島根県農業協同組合やすぎ地区本部 
資材店舗サンサン（下坂田町 1075-1） 

三島精米所（大塚町 303） 

宇田川商店（上吉田町 683-2） (有)佐藤商店（西松井町 668-3） 

(有)ウィズ 広瀬店（広瀬町広瀬 1875-1） (有)ウィズ マイショップ大塚店（大塚町 401） 

(有)デイリ－（広瀬町広瀬 1875-1） 
長谷川製パン（有）パンプキン 

（広瀬町広瀬 1875-1） 

湯浅商店（広瀬町上山佐 852-1） (有)興南堂（広瀬町西比田 1644-1） 

比田いきいき市場（広瀬町梶福留 1268） （順不同、敬称略） 

※レジ袋の無料配布中止にご賛同いただけるお店を募集しています。安来市内の店舗で、商品販売時にレ

ジ袋を配布されているお店であれば、業種、規模、形態は問いません。詳しくは、環境政策課までお問い 

合わせください。 

発行：安来市市民生活部環境政策課 TEL23-3102 
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日頃より、地球温暖化防止に向けた取り組みにご協力いただき、ありがとうございます。 

今号では、「レジ袋削減特集」ということで、安来市で行っているレジ袋削減に向けた取り

組みなどについてご紹介します。 

 

 

平成23年から市内事業者、安来市地球温暖化対策地域協議会及び安来市は、マイバッグの

利用による、ごみの減量化、資源節約、温室効果ガスの削減を目指すとともに、環境にやさし

いライフスタイルへ転換を図ることを目的に、協定を結んでレジ袋削減に取り組んでいます。 

レジ袋削減特集 
 今回は、レジ袋の削減に関する取

り組みなどについてご紹介しま

す。 
■安来市レジ袋削減推進協定締結事

業者の紹介 

■レジ袋販売収益金の活用 

■マイバッグを利用する際のルール  

■マイバッグを利用する人の割合              



レジ袋販売収益金の活用 

ルールを守って気持ち良くマイバッグを利用しましょう  

マイバッグを利用する人の割合 

  

 

 

 

 

平成 27年度レジ袋削減基金による小学校環境活動補助金交付決定校 

安田小学校 

事業名 いきいきの花をさかせよう！ 

季節に応じた花を育て、学校の環境美化を図るとともに、近く

の福祉施設にプレゼントするなど、地域との交流を図る。 

赤江小学校 

事業名 飯梨川再発見（川ってすごいね） 

飯梨川の調査やゴミの調査等を行い、自然が豊かに残るふるさ

と赤江を再認識し、守っていくための取り組みを行う。 

宇賀荘小学校 

事業名 米・野菜づくりを通して環境を学ぼう 

地域の人と一緒に米や野菜を作ったり、EM菌について学び、

自然環境についての関心を高める。 

広瀬小学校 

事業名 ひろせ花いっぱい運動 

地域と連携して花苗を植え、交流センターや幼稚園等に届け

て、広瀬地域を花でいっぱいにする活動を行う。 

 

 

 

 

      

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 協定締結事業店舗ではレジ袋を有料で販売しており、その収益金は、安来市地球温暖化対策

地域協議会に全額寄付されています。協議会は、その寄付金を活用して市内の小学校が行う環

境保全活動に対して補助金を交付し、地域に還元しています。 

 市民の皆さんの環境意識が高まり、マイバッグの普及が進んでいます。しかし、その反面で

店側は万引き被害に悩まされている現状があります。マイバッグ利用者がそのような行為を行

っている訳ではありませんが、売り手の不安を無くし、買い手が気持ち良くお買い物が出来る

ように、ご理解とご協力をお願いします。 

折りたためるマイバッグはレジで支払いを済ませてから広げる。 

マイバッグの口を開いたままお買い物をしないようにする。 

 お買い物をする際にマイバッグを利用する人の割合（マイバッグ持参率）は、90％を超え

ており、多くの方にマイバッグ利用にご協力いただいております。 

（平成 23年 8月） （平成 27年 9月） 
※数値は、安来市レジ袋削減推進協定締結事業者によるマイバッグ持参率調査結果 

マイバッグ 
持参率 

※交付決定順 

協定締結前 


